
 

 

 

 

 

 

 

第 2108回例会 

2022 年 8 月 22日(月) 
海南商工会議所４F 12:30～ 

ゲスト卓話 「町づくりについて」瀬戸山 江里 様 

 

１． 開会点鐘 

２．ロータリーソング 「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 44名 出席者数 19 名 

出席義務規定適用免除会員  3 名 

出席率 46.34%  前回修正出席率 63.41% 
 

４．会長スピ-チ        会長 中村 俊之 君 

本日も暑い中、例会に出

席いただきありがとうご

ざいます。夏の風物詩でも

ある、全国高校野球選手権

大会も決勝がこの後２時

より行われます。和歌山代

表の智辯和歌山は連覇が

期待されましたが「49番く

じのジンクス」を破れず残

念ながら初戦敗退となりました。49 代表という奇

数でやる以上、どうしても組み合わせ抽選で初戦の

相手が決まらないチームが１校だけある。78 年に

49 代表制になって『49 番クジ』は 11勝 32敗 1 分

けと分が悪いといわれ、「予選の疲れはとれても間

が空きすぎて調整が難しい上、相手は勝ち上がりで

心身ともにいい感じでくる。できれば絶対引きたく

ないくじ」と言われているそうです。決勝では下関

国際と仙台育英とどちらが勝っても初優勝、優勝旗

が初めて白河の関を超えるかなど話題となりかな

りの熱戦が期待されますが、本日ゲストとしてお迎

えしている瀬戸山様の卓話もそれに負けないくら

いの熱い想いを語っていただけると期待していま

す。卓話よろしくお願いいたします。 

報告事項は、8月 8日に開催した理事会にて以下

の通り議決いたしました。 

・9月プログラムの件 

9月 12日 クラブ協議会、ガバナー補佐訪問で 

有田ロータリークラブの松村 秀一 様に来ていた

だきます。 

9 月 26 日 ガバナー訪問例会、森本ガバナーに

来ていただきます。理事の皆さんはもとより、でき

るだけたくさんの会員の方の出席お願いします。 

森本節子さん大会の件、背骨を骨折し、歩くこと

も困難になってしまったということで退会の申し

出がありましたが、半期分の会費を既にいただいて

いるため 12 月まで会員の資格を残し、年末にて退

会という形でお願いしました。 

地区大会の件、1 日目 11 月 5 日（土）和歌山城

ホール、2 日目 11 月 6 日（日）ホテルグランヴァ

ア和歌山にて開催されます、参加できる方はお願い

いたします。私はもし漆器祭りが開催されると参加

できなくなります。 

ＩＤＭの件、9月 27日から 10月 10日の間に開催

し、10月 17日の例会にて発表。テーマは「ロータ

リーでできる奉仕活動」等を予定しています。 

2022 年規定審議会において採択された制定案に

対する意見表明について、 ２２－１５ 衛星クラ

ブについても会員はいずれかのクラブの会員とな

る（スポンサークラブとの関係が薄くなる）、    

２－７１ クラブの管理の試験的プロジェクトにつ

いて規定する件（クラブを監督する方法として現在

の地区の役割に代わる組織が創設される可能性を

包含している。）上記２件について立法案反対を表

明しました。 

新春夫婦例会の件、日時のみの審議として 2023

年１月 7日（土）に開催することに決定。例会の内

容等は、後日親睦委員会を中心に協議します。 

少しスタートが遅れてしまい申し訳ございませ

んでしたが、ハイブリット例会等に利用するため、

海南東ロータリークラブでＺＯＯＭのアカウント

を所得しました。費用￥22,110 円。８月９日取得

済です。 

 

５．幹事報告       幹事 千賀 知起 君 

〇例会取り止めのお知らせ 

 和歌山 RC  ８月２３日（火）３０日（火）   

新宮 RC   ８月２４日（水）３１日（水） 

和歌山東 RC ８月２５日（木） 

那智勝浦 RC ８月２５日（木） 
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会長 中村 俊之    幹事 千賀 知起   ＳＡＡ 田中 淳 

D i s t r i c t  2 6 4 0  J a p a n 

 CLUB JAPAN 

ＲＩ会長 ジェニファー・ジョーンズ 

イマジン ロータリー 



６．ゲスト卓話      

「町づくりについて」        瀬戸山 江里 様 

黒江の町並みを未来に。古民家を活用したまちづく

り〝てっとて（手伝って）〟 

 

【プロフィール】 

1975年 7月 16日生(47歳) 

和歌山市生まれ育ち 

星林高校卒業、奈良芸術短期大学

卒業 

現在は海南市黒江在住(家族 6 人

で移住) 

【仕事経験】 

アルバイト(ファミレス接客業) 

訪問介護 介護福祉士 

NPO法人事務員(男女共同参画センターりぃぶる) 

学校事務員(現りら創造芸術高等学校) 

飲食業 

海南市地域おこし協力隊（2018.10~2021.9） 

古民家カフェ黒江ぬりもの館 店主 

株式会社楽善舎 代表（2021.7就任） 

 

イベントは、町を知ってもらうきっかけ

づくり 
黒江めった祭り 

こみちあるき 

体験型イベント黒江るるる 

小さな蔵の音楽会 

小さな蔵のおばけやしき in下駄市 等 

・一過性に過ぎないとしても町の動きになる。 

・メディアへの露出 

・関係者の連帯感 

真剣にイベントを作ろうとするほどにぶつかり

合う。ぶつかることでそ

の人の本気や本音、本質

に出会える。得意、不得

意がわかる。体験を共に

することによる一体感、

信頼関係が生まれる。 

ネットを通して資金調達 
・応援を目に見える形にする。 

 ※支援してくれる人は普段から交流のある人。信

用や信頼が後押しになる。 

・周知する（メディアへの露出） 

・記録を残すことにもなる。 

・目的、目標を定める。（伝わる文章でなければ応

援は受けることができない。客観性が大事。） 

応援され体質になりたい、自分を見てくれている

人、町の変化を見てくれている人、そんな人たちを

増やすこと、そして、外から見ているだけじゃなく

内側に巻き込んでいく。 

なぜリノベーションなのか 
黒江に元々ある「古き良きもの（遊休不動産だけ

でなく歴史的資源）」を活かす。土地、地域性、特

徴を際立てる。空き家を

ポジティブに捉える。  

リノベ作業が地域への

愛着になる。リノベを通

じて関係者を増やしたい。

住みたい、活動の拠点に

したい人を増やす。目に見える風景を変えていく。

デザイン性を重視する。地域内で経済を循環させる。

エリアを面として捉え価値を上げていく。スモール

エリアから始める。一歩づつ。 

テーマ「心の居場所づくり」 
・町をデザインする

という意識 

・居場所とは「安心、

安全な場所」そし

て本音が言える場

所。自分にとって

のその場所はきっ

と他者にとっても

必要な場所なんじゃないか。 

・ご縁を大切に、輪を作っていきたい。 

・それぞれが自立する。責任を持つ。自主性。 

・時間を有意義に使うために、やりたいこと、やる

べきことを仕事にする 

・街の魅力は人の魅力 

・楽しい。行ってみたい。落ち着く。刺激を受ける。

そんな町に。 

・魅力ある人たちが集まる街にしたい 

 

８．閉会点鐘 

 

次回例会 

第 2109回 2022年 9月 5(月) 

海南商工会議所 4F 19:00～ 

お誕生日、結婚記念日のお祝い 
 

 

 

 

中村 俊之 君  瀬戸山様、卓話宜しくお願いし

ます。 

千賀 知起 君       〃 

田中   淳 君       〃 

角谷太基 君  いつも姉がお世話になっていま

す。瀬戸山さん、本日の卓話楽

しみにしています。先日、ＴＶ

出演させて頂きました。いろい

ろなご縁ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月は会員増強・新クラブ結成推進月間 


